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疫病退散の願いを込めて「アマビエ」
肥後国（現在の熊本県）の海中に出現した妖怪
　「病が流行したら、私の写し絵を人々に見せよ」と告げ、
海へ消えたとの言い伝えがあります

楽しさ自給率の高いまちへ

DAISEN

松下順一さん（ペン画家）作
この画のポストカードを大山寺郵便局で配布中です
数に限りがありますので、お早めに～主な内容

2 新型コロナウイルス関連　4 まちの話題　6 協働のまちづくり　8 きょういく通信　13 うるおい通信　14 お知らせ



2令和 2年 9月号

「がんばろう！学生応援大山便」を
お送りします

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けながらもがんばる学生を応援します
大山町産の特産品の中から選んでお申し込みください

この事業はふるさと納税の寄付金を一部使用して行います。
ご協力いただける方からの寄付を町内外にかかわらず募集しています。
通常のふるさと納税とは異なり返礼品はありませんが、寄付金控除を受ける
ことができます。学生に対する支援へのご協力をよろしくお願いします。

＜対象者＞
平成２年４月２日～平成14年４月１日生まれの大学、大学院、専修学校、高等専門学校等に
在学中の学生（現在の住所が大山町内、町外どちらでも対象となります。）
※対象者１人につき１回限り

＜申し込みができる方＞
対象者の保護者（大山町民）

＜特産品＞ 以下から２種類を１個ずつ、または１種類を２個申し込みできます。
A 冷凍ブルーベリー1.2kg F 大山ブロッコリー5本入り（10月中旬以降）

B 猪肉モモ1kg G 牛骨ラーメン12食セット
C 大山黒牛切り落とし650g H 地酒2本セット（学生が20歳以上）

D 冷凍パン5種セット I 煎茶・ほうじ茶ティーパックセット
E 香取ヨーグルト500g×4個セット J こしひかり(白米)10kg

※送付決定通知から３週間程度でお届けを予定しています。

＜申し込み方法＞
以下の書類を役場企画課または各支所総合窓口室に提出してください。（郵送での提出可）

（１）がんばろう！学生応援大山便申込書（様式第１号）
（２）対象者の学生証または在学証明書の写し

＜申込期間＞　令和２年９月１日～令和２年10月31日
様式・大山便の詳細は大山町ホームページをご覧ください。
問　企画課　営業企画室　 0859－54－5202



3 令和 2年 9月号

新型コロナウイルス感染症が広がりを見せ、県内においても感染例が報告されています。

新型コロナウイルス感染症に関連して、感染者、町外からの訪問者、外国人、物流・医療
の関係者、また、その家族等に対して、不当な差別、偏見、いじめ、SNS での誹謗中傷等が
あってはなりません。 

誰もが感染者、濃厚接触者になる可能性があります。自分や家族がそのような立場におか
れたときにどのような気持ちになるか考えて行動しましょう。 

憶測やうわさに基づく行動は、過度の不安をあおり、誰かを傷つけることにつながる恐れ
がありますので、町民の皆様には下記のようなことを心がけるようお願いします。 

①ネット上の誤った情報に惑わされない。 
②不確かな情報は決して SNS などで広めない。 
③国や県、町が発信する正確な情報を入手する。 
④正確な情報に基づいて判断、行動をする。 

★誤解や偏見に基づく差別は絶対に許されません。 

～新型コロナウイルス感染症に 

関連する偏見や差別を防ぐために～

法務省の人権擁護機関では、新型コロナウイルス感染症に関連する不当な偏見、差別、
いじめ等被害にあった方からの人権相談を下記ダイヤルで受け付けています。 

みんなの人権１１０番 
（全国共通人権相談ダイヤル）

０５７０－００３－１１０ 
平日午前８時30分から午後５時15分まで

子どもの人権１１０番 ０１２０－００７－１１０ 
平日午前８時30分から午後５時15分まで

女性の人権ホットライン ０５７０－０７０－８１０ 
平日午前８時30分から午後５時15分まで

外国語人権相談ダイヤル ０５７０－０９０－９１１ 
平日午前９時00分から午後５時00分まで

★困ったときは、一人で悩まず、相談してください。 

問　福祉介護課人権推進室　 0859－54－2286



4令和 2年 9月号

まちの話題

御来屋漁港～同沖海上で物資輸送訓練を実施しました
災害で陸路が寸断しても、海上で物資運搬が可能に

海上でのSOSは118番　海上保安部（署）へ！
または最寄りの警察署110番、消防署119番へ

　７月３日、鳥取県水難救済会の主催で、災害救援物資を船舶で海上輸送する「災害応急輸送訓練」が行わ
れました。訓練には、境海上保安部をはじめ、鳥取県水難救済会の大山町救難所・琴浦町救難所・マリーナ
大栄救難所のほか、行政・漁協などの関係機関から総勢38名が参加しました。

＜訓練内容＞
　訓練は「御来屋地区で土砂災害により孤立集落が発生。
鳥取県が海上保安部に救援物資の海上輸送を要請したが、
被災地最寄りの御来屋漁港には海上保安部の巡視船艇が入
港できないため、県から水難救済会に救助船の出動要請が
あった」との想定のもと実施。海上で巡視艇「みほぎく」
から救助船（漁船）２隻に救援物資（ペットボトル水２Ｌ
６本入り箱15ケース）を積み替えて輸送するという内容で
した。
　当日は強風で波が高く厳しい環境でしたが、物資は無事
に巡視艇から救助船を経由して、御来屋漁港で待つ運送車
両に送り届けられました。訓練の実施により、巡視船艇へ
の接近時の留意点などが確認され、実動に向け有意義な訓
練となりました。

＜鳥取県水難救済会とは＞
　鳥取県の水域における水難の予防と水難による人命、船舶及び積荷を救済するとともに、大規模地震等の
災害発生時に救援活動を行うボランティア団体（平成12年設立）。大山町救難所を含め、県内８か所に救助
活動の拠点となる救難所が設置され、所員は約950名。
　○主な事業
　　・水難救助活動
　　・水難救助訓練の実施
　　・水難救済講習の開催
　　・青い羽根募金活動
　　・災害発生時の物資運搬支援
　　　（県の要請に基づき実施）

　問　大山町救難所事務局
　　　（大山町役場総務課）
　　　 0859－54－5201
　　　鳥取県漁協御来屋支所
　　　 0859－54－2015

物資運搬手段が増えたことで、地域の皆様の安心に繋がることを期待します。

▲海上保安部（左）から物資を受け取る 
　救助船（右）　　　　　　　　　　　

▲訓練の参加者



5 令和 2年 9月号

まちの話題

　

災
害
時
の
人
命
救
助
に
活
躍
す
る
災
害

救
助
犬
と
、
行
方
不
明
者
捜
索
な
ど
の
捜

査
に
全
国
で
日
々
貢
献
す
る
警
察
犬
。
巻

頭
特
集
で
は
、
訓
練
士
に
現
場
で
の
様
子

を
聞
き
、
人
の
た
め
に
尽
く
す
そ
の
仕
事

ぶ
り
を
紹
介
。

　

一
方
、
特
集
で
は
野
鳥
の
保
護
や
調
査

を
長
年
行
う
「
日
本
野
鳥
の
会
鳥
取
県
支

部
」
の
活
動
の
様
子
と
共
に
「
ト
リ
の
県
」

の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

■�

取
扱
場
所
／
鳥
取
県
庁
広
報
課
内
、
県

内
書
店
ほ
か

■
定
価
／
１
部
３
１
５
円
（
税
込
）

■
発
行
／
年
４
回
（
３
、６
、９
、12
月
）

問　
鳥
取
県
広
報
連
絡
協
議
会

　
　

０
８
５
７
‐
26
‐
７
０
８
６

　
　

０
８
５
７
‐
29
‐
６
６
２
１

　
　

https://w
w
w
.kouhouren.jp/

　

老
朽
化
し
て
い
た
高
麗
体
育
館
を
解
体

し
、
跡
地
利
用
と
し
て
こ
う
れ
い
上
屋
付

多
目
的
広
場
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
新
た
な
交
流
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
地
域
の
交
流
促
進
を
図
り
ま

す
。

　

現
在
、
隣
接
地
に
ト
イ
レ
及
び
倉
庫
を

建
設
中
の
た
め
、
利
用
を
制
限
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
ご
利
用
の
際
は
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
財
務
課

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
０

　

7
月
17
日
、「
地
元
産
材
活
用
支
援
事

業
」
を
活
用
し
、
大
山
町
産
イ
ノ
シ
シ
肉

を
使
用
し
た
ジ
ビ
エ
キ
ー
マ
カ
レ
ー
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
売
上
額
の

減
少
が
深
刻
な
牛
肉
・
イ
ノ
シ
シ
肉
・
水

産
資
源
等
を
学
校
給
食
で
活
用
し
、
販
売

促
進
並
び
に
経
済
活
動
の
回
復
を
図
る
た

め
の
事
業
で
す
。

　

当
日
は
、
大
山
ジ
ビ
エ
工
房
が
捕
獲
処

理
し
た
粗
挽
き
ミ
ン
チ
お
よ
そ
18
㎏
が
納

品
さ
れ
ま
し
た
。
同
工
房
の
方
も
来
校
さ

れ
、
持
参
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
ぬ
い
ぐ
る
み

で
肉
の
部
位
の
説
明
な
ど
を
さ
れ
、
一
緒

に
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

　

生
徒
達
か
ら
「
肉
に
弾
力
が
あ
り
、
お

い
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

　

例
年
行
わ
れ
て
い
た
慰
霊
祭
が
、
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
。

規
模
を
縮
小
し
て
慰
霊
の
会
が
、
大
山
口

駅
横
の
慰
霊
碑
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
和
学
習
の
一
環
と
し
て
、
大
山
西
小

と
中
山
小
の
6
年
生
が
千
羽
鶴
を
作
成
。

当
日
は
大
山
西
小
児
童
6
名
と
中
山
小
の

生
田
校
長
が
代
表
し
て
、
千
羽
鶴
を
奉
納

し
ま
し
た
。「
二
度
と
尊
い
命
が
奪
わ
れ

な
い
た

め
に
、

平
和
の

大
切
さ

を
語
り

継
ぎ
ま

す
」
と

メ
ッ
セ

ー
ジ
を

届
け
ま

し
た
。

鳥
取
県
総
合
情
報
誌

『
と
っ
と
り
Ｎ
Ｏ
Ｗ
』
１
２
７
号
、

９
月
１
日
発
売

こ
う
れ
い
上
屋
付
多
目
的
広
場

　
7
月
28
日
に
竣
工
式
を

　
　
　
　
　
執
り
行
い
ま
し
た

大
山
中
学
校
で
ジ
ビ
エ
給
食
堪
能

～
大
山
町
産
イ
ノ
シ
シ
肉
使
用
～

大
山
口
列
車
空
襲

（
１
９
４
５
年
7
月
28
日
）
か
ら
75
年

～
平
和
を
願
い
千
羽
鶴
奉
納
～

▲全面人工芝でテニス等できます

▲残さずおいしくいただきました

▲犠牲者の冥福を祈って

【
中
止
】
大
山
は
ま
な
す
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

毎
年
、
10
月
第
１
日
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
の
た
め
、
中
止
し
ま
す
。

問　
観
光
課

　
　

０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
１
０

▲とっとりNOW127号表紙
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6令和 2年 9月号

　

活
動
が
２
年
目
に
突
入
し
た
『
な
わ
の

わ
』
で
す
。「
な
わ
ほ
（
旧
名
和
保
育
所
）」

を
拠
点
と
し
、「
集
ま
る
」「
つ
な
が
る
」

「
や
っ
て
み
る
」
の
３
つ
が
ゆ
る
や
か
に
循

環
す
る
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【「
つ
く
る
く
る
」
は
じ
め
ま
し
た
】

　

今
年
度
は
、テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る「
つ

く
る
」
活
動
の
一
環
と
し
て
「
つ
く
る
く

る
」
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

「
ａ
．
つ
く
り
方
を
学
べ
る
」「
ｂ
．
つ
く
る

た
め
の
道
具
と
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
」「
ｃ
．

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
で
き
る
」
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
（
年
内
に

は
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
も
併
設
予
定
）。

【「
つ
く
る
」た
め
の
ツ
ー
ル
続
々
入
荷
！
】

　

で
は
、
実
際
「
な
わ
ほ
」
で
は
「
何
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
」
と
い
い

ま
す
と
、
現
状
だ
と
次
の
よ
う
な
道
具

（
ツ
ー
ル
）
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

①�

ス
ラ
イ
ド
の
こ
…
木
材
を
切
っ
た
り

「
本
棚
」
づ
く
り
等
の
日
曜
大
工
で

②�

蒸
留
器
…
ハ
ー
ブ
や
柑
橘
類
を
使
っ
て

「
ア
ロ
マ
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
づ
く
り
で

③�

レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
…
木
材
や
ア
ク
リ

ル
な
ど
の
素
材
を
レ
ー
ザ
ー
で
切
っ
た

り
刻
印
し
た
り

④�

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
…
「
人
形
」
や
サ
ン

プ
ル
商
品
」
な
ど
立
体
的
な
造
形
物
の

プ
リ
ン
ト
を

　

各
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
老
若
男
女
が
も

の
づ
く
り
に
挑
戦
で
き
る
講
座
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
の
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
乞
う
ご
期
待
！

　

ま
た
、「
な
わ
ほ
」
を
利
用
す
る
皆
さ

ん
の
声
に
あ
わ
せ
て
、
新
た
な
ツ
ー
ル
の

の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
企
画
さ
れ
た
も

の
。
長
い
目
で
み
る
と
、
こ
う
い
っ
た
小

さ
な
場
の
積
み
重
ね
が
、
地
域
の
活
力
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

秋
か
ら
は
、『
な
わ
の
わ
』
主
催
企
画
も

増
え
て
い
き
ま
す
。
回
覧
板
やfacebook

等
で
の
お
知
ら
せ
を
お
見
逃
し
な
く
！

２
０
２
０
年
下
半
期
も
、
健
や
か
に
楽
し

く
い
き
ま
し
ょ
う
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

な
わ
の
わ
事
務
局

　

０
７
０
‐
８
５
０
７
‐
２
９
９
７

（
大
見
謝
）

　

naw
anow

a.info@
gm
ail.com

※facebook

ペ
ー
ジ
『
な
わ
の
わ
』
で

随
時
更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
最
新
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
こ
ち
ら
が
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

協働のまちづくり　地域自主組織の活動を紹介します

地
域
自
主
組
織
『
な
わ
の
わ
』

旧
保
育
所
に
「
も
の
づ
く
り
ス
ペ
ー
ス
」
を
つ
く
る

「
学
ぶ
」「
つ
く
る
」「
共
有
す
る
」
の
三
つ
の
循
環
を
め
ざ
し
て

▲

「
つ
く
る
く
る
」
の
概
要
と
イ
メ
ー
ジ

導
入
の
可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
。
施
設
見

学
も
大
歓
迎
で
す
（
ま
ず
は
、
下
記
の
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

【
小
さ
な
場
を
、
積
み
重
ね
て
】

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
年
度

当
初
の
計
画
通
り
に
は
動
け
て
い
な
い
の

が
実
情
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
町
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
、
衛
生
面
に
細
心
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
、
６
～
７
月
の
「
な

わ
ほ
」
で
は
、
小
さ
な
場
が
開
か
れ
て
き

ま
し
た
。

　

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
、
実
況

配
信
で
そ
の
場
の
様
子
が
観
ら
れ
る
「
リ

モ
ー
ト
ミ
ニ
四
駆
大
会
」。
大
人
が
自
由
研

究
を
発
表
し
あ
う
「
自
由
研
究
学
会
＠
な

わ
ほ
」。
懐
か
し
の
曲
に
耳
を
傾
け
る
「
蓄

音
機
で
聴
く
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
」。
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
て
本
を
紹
介
し
あ
う「
ほ
ん
の
わ
」。

　

こ
れ
ら
は
、個
人
や
団
体
が
「
な
わ
ほ
」

①
つ
く
り
方
が
わ
か
ら
な
い

②
つ
く
る
た
め
の
道
具
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
作
業
場
が
な
い

　

こ
れ
ら
は
、
昨
年
度
の
活
動
の
な
か
で
見

つ
け
た
困
り
ご
と
。
そ
の
解
決
法
と
し
て

▲3Dプリンターを使うと、こういった 
人形（プラスチック）も作れます

▲「蓄音機で聴くＳＰレコードの様子。 
蓄音機については講師の解説付き
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【
園
庭
の
草
刈
を
行
い
ま
し
た
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

た
め
、
春
は
活
動
自
粛
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
５
月
下
旬
に
町
の
活
動
自
粛
要
請

が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
活
動
を

徐
々
に
再
開
し
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
６
月
20
日
に
き
ら
り
光
徳
委

員
で
、拠
点
施
設
で
あ
る
『
ひ
か
り
館
（
旧

光
徳
保
育
所
）』
園
庭
や
周
辺
道
路
の
長

く
伸
び
た
草
を
刈
り
、
植
木
も
き
れ
い
に

刈
り
揃
え
ま
し
た
。

　

園
庭
は
遊
具
が
撤
去
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
や
、
大
勢
の
参
加
者
が
あ
る
イ
ベ
ン

ト
時
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

作
業
後
の
ひ
か
り
館
周
辺
は
ス
ッ
キ
リ

と
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

【
ひ
か
り
館
の
利
用
に
つ
い
て
】

　

ひ
か
り
館
を
皆
さ
ん
に
も
っ
と
利
用
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
今
後
の
施
設
利
用
の

在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

７
月
15
日
に
、
館
内
『
か
も
め
室
』
を

利
用
し
て
名
和
公
民
館
主
催
の
こ
と
ぶ
き

学
級
「
蓄
音
機
で
聴
く
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
」

協働のまちづくり　地域自主組織の活動を紹介します

地
域
自
主
組
織
『
き
ら
り
光
徳
』

誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
拠
点
施
設
を
目
指
し
て

▲紹介の展示スペース

【問い合わせ先】
　きらり光徳事務局
　 ０８５９－５４－３７８６
　 kirarikoutoku@sea.chukai.ne.jp

草刈後の園庭
きれいになりました

▲

▲作業時の様子

▲かもめ室でのレコード鑑賞

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
初
期
か
ら
20
年
代
に
か
け
て
の
懐

か
し
い
名
曲
の
数
々
が
、
美
し
い
レ
コ
ー

ド
の
音
色
に
の
せ
て
流
れ
始
め
る
と
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
館
内
の
整
備
等
を
進
め
、
さ
ら

に
利
用
し
や
す
い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
玩
具
の

充
実
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
や
趣
味
の
集
ま
り
・
活

動
を
行
う
際
に
は
、
き
ら
り
光
徳
事
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【『
き
ら
り
光
徳
』
ロ
ゴ
マ
ー
ク

募
集
し
ま
し
た
】

　

７
月
に
名
和
中
学
校
の
校
舎
内
に
『
き

ら
り
光
徳
』
紹
介
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に

向
け
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集
を
い
た
し
ま

し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は

組
織
内
で
選
考
し
、
採
用
さ
れ
た
作
品
に

つ
い
て
は
今
後
の
活
動
や
広
報
を
行
う
際

に
、
利
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

選
考
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

【
今
後
の
活
動
の
お
知
ら
せ
】

　

毎
年
10
月
に
行
っ
て
い
ま
し
た
『
光
徳

地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
』
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
実
施
種
目
の
変
更
や
規
模

を
縮
小
し
て
開
催
す
る
な
ど
の
検
討
を
重

ね
ま
し
た
が
、
中
止
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。
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大山町教育委員会事務局 0859‐54‐5211

きょういく
 通 信

　
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
と
は
、
小
中
学

生
の
安
全
の
た
め
、
登
下
校
時
に
通
学
路

周
辺
で
見
守
り
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
こ
と
で
す
。

　

通
学
路
で
交
差
点
に
立
っ
て
小
中
学
生

の
横
断
を
見
守
っ
た
り
、
通
学
時
間
帯
に

散
歩
や
、
周
り
の
田
畑
で
作
業
し
た
り
し

な
が
ら
見
守
る
な
ど
、
自
分
の
都
合
に

あ
っ
た
無
理
の
な
い
見
守
り
活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
見
守
り
隊
の
方
に
は
、
ロ
ゴ
入

り
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
ベ
ス
ト
・
帽
子
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。
登
下
校
時
に
活
動
が
で

き
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
登
録
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
登
録

は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
幼
児
・
学
校

教
育
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

幼
児
・
学
校
教
育
課　

学
校
教
育
室

　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
１

「
子
ど
も
見
守
り
隊
」

隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

第13回 大山町総合文化祭の
　　　出展作品・出演者を募集します

　10月24日（土）・25日（日）に、大山農業者トレーニングセンター、
大山農村環境改善センターを会場に行います。

募集する内容
　　　　　　　　　・分　野　　絵画・書道・写真・詩歌・手工芸・菊花・盆栽・生花・山野草など
　　　　　　　　　・作品数　　１分野につき１人１作品
　　　　　　　　　　　　　　　※応募多数の場合は、調整することがありますのでご了承ください。

　　　　　　　　　　グループやサークル活動、集落単位での活動成果をご披露ください！！
　　　　　　　　　　・発表時間　15分以内（入退場を含む）
　　　　　　　　　　　＜ステージ仕様など＞
　　　　　　　　　　　　〇会　　場　　　大山農業者トレーニングセンター　アリーナ内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特設ステージ　（間口10.8ｍ×奥行き5.4ｍ）
　　　　　　　　　　　　〇音　　響　　　基本的な機材は事務局で準備します。
　　　　　　　　　　　　〇舞台スタッフ　総合司会は事務局で対応します。

　　　　　　　　　　　　・出店スペース　長机一脚（テント１／２張）

その他詳細については、町内各公民館に置いてあります募集要項をご覧ください。

◆留意事項　�主催者は、展示作品の搬入・搬出及び展示中に発生した事故や、出演に関して発生した事故に
ついての損害負担・補償等の責は負いません。

◆経　　費　�出展・出演に必要な経費（交通費・機材運搬費・衣装代など）は出演・出展者の負担となります。
◆申込資格　大山町内に居住または勤務しておられる方、大山町内の団体・事業所等
◆申込方法　町内各公民館に置いてあります申込用紙で、お申込みください。
　　　　　　※申込用紙は、大山町ホームページからダウンロードすることもできます。
◆申 込 先　町内各公民館
◆申込期限　９月８日（火）
◆問い合わせ先　　展示作品に関すること　　　　：大山公民館　 0859－53－3003
　　　　　　　　　ステージ出演に関すること　　：名和公民館　 0859－54－2688
　　　　　　　　　フリーマーケットに関すること：中山公民館　 0858－58－2334
※�新型コロナウイルス感染症の状況により、総合文化祭を中止する場合がありますので、ご了承ください。

展示作品

ステージ出演

フリーマーケット
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きょういく通信

　

庄
内
保
育
所
で
は
、
幼
児
期
に
食
へ
の

興
味
、
関
心
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
で
計
画
を

立
て
、
年
間
を
通
し
て
食
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

４
月
に
は
、
皆
が
散
歩
で
摘
ん
だ
よ
も

ぎ
を
使
っ
て
、
年
長
児
が
よ
も
ぎ
団
子
を

作
り
、
お
や
つ
の
時
間
に
食
べ
ま
し
た
。

と
て
も
鮮
や
か
な
緑
色
の
団
子
が
で
き
、

小
さ
い
ク
ラ
ス
の
子
も
喜
ん
で
食
べ
て
い

ま
し
た
。迎
え
に
来
ら
れ
た
お
家
の
人
に
、

「
ひ
ば
り
組
さ
ん
が
作
っ
た
ん
だ
よ
。」
と

教
え
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
、
年
長
児
が
中
心
と
な
り
、

サ
ツ
マ
イ
モ
や
夏
野
菜
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。少
し
ず
つ
実
っ
て
い
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

　

７
月
19
日
、
大
山
公
民
館
大
山
分
館
で

「
第
43
回
大
山
分
館
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

を
行
い
ま
し
た
。出
場
は
４
チ
ー
ム
、ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
す
。

　

今
回
は
例
年
と
違
い
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
バ
レ
ー
大
会
で
し
た
が
、
参
加
者
一

人
一
人
が
、
し
っ
か
り
と
感
染
防
止
対
策

に
努
め
、
そ
の
中
で
楽
し
み
な
が
ら
、
白

熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
も
続
出
し
、
笑
顔

の
絶
え
な
い
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
大
会
結
果
は
赤
松
チ
ー
ム
が
優
勝
、

坊
領
Ｂ
チ
ー
ム
が
準
優
勝
で
し
た
。

　

７
月
27
日
、今
年
度
初
め
て
と
な
る「
お

も
と
学
級
」（
大
山
公
民
館
・
高
齢
者
学
級
）

を
大
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の

再
会
と
な
っ
た
学
級
生
は
、
マ
ス
ク
越
し

に
笑
顔
が
光
り
、
仲
間
と
の
出
会
い
を
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
外
出
自
粛
で
凝
り
固
ま
っ
た

身
体
を
ほ
ぐ
そ
う
と
、
健
康
運
動
指
導
士

の
松
田
万
里
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
簡
単

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、タ
オ
ル
を
使
っ
た
体
操
は
、

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も
楽
に
で
き
る
と

好
評
で
し
た
。

ナ
ス
、ピ
ー
マ
ン
な
ど
を
年
長
児
が
毎
日
、

数
え
な
が
ら
収
穫
し
て
い
ま
す
。
成
長
し

て
い
る
野
菜
を
観
察
し
な
が
ら
「
大
き
く

な
っ
た
ね
。」「
だ
ん
だ
ん
色
が
つ
い
て
き

た
ね
。」
な
ど
友
だ
ち
と
楽
し
く
会
話
を

し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
８
月
に

は
収
穫
し
た
夏
野
菜
を
使
っ
た
ピ
ザ
作
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
体
験
活
動
を
通
し
て
、
自
然
の

恵
み
と
い
の
ち
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
み

ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
で
、

将
来
に
わ
た
っ
て
元
気
な
体
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▲「大きなおいもになあれ」

▲「きれいな色の団子になったよ」

▲ふだん使わない筋肉を呼吸に合わせて 
ゆっくりと伸ばします　　　　　　

▲優勝した赤松チーム

い
い
汗
・
い
い
笑
顔
！

大
山
分
館
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

令
和
２
年
度　
第
１
回　
お
も
と
学
級

『
イ
ス
に
座
っ
た
ま
ま

　
　
　
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
』

大
山
公
民
館　

食
育
活
動
で
元
気
も
り
も
り
！

　
　
～
菜
園
活
動
や
ク
ッ
キ
ン
グ
を
通
し
て
～庄内

保
育
所
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きょういく通信

　

７
月
15
日
・
16
日
、
第
１
回
高
齢
者
学

級
「
こ
と
ぶ
き
学
級
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
『
片
隅
の
針
音　

～
蓄

音
機
で
聴
く
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
～
』
講
師
は

久
葉
章
一
郎
さ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、御
来
屋
、

光
徳
、
名
和
、
庄
内
の
４
地
区
で
分
散
型

の
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

久
葉
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
レ

コ
ー
ド
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
お
り
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
み
な
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
曲
を
厳
選

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
成
人
講
座
『
楽
し
く
描
こ

う
鉛
筆
画
』
と
題
し
て
、
鉛
筆
画
講
座
を

御
来
屋
在
住
の
松
本
至ゆ

き

正ま
さ

さ
ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
、Y

ouT
ube

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）

等
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
鉛
筆
画
で
す

が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
の
た
め
、
定
員
を
10
名
に
抑
え
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
先
生
の
指
導
の

下
、
自
身
が
描
き
た
い
物
と
対
峙
し
、

真
剣
に
集
中
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
デ
ッ
サ
ン
ス
ケ
ー
ル
を
使
っ
て
描

く
方
法
や
鉛
筆
の
持
ち
方
、
ね
り
消
し

ゴ
ム
の
使
い
方
な
ど
基
本
的
な
こ
と
も

教
わ
り
な
が
ら
、
作
品
を
仕
上
げ
て
い

き
ま
す
。

　

下
絵
の
状
態
は
上
々
で
も
、
２
Ｂ
や

４
Ｂ
の
濃
い
鉛
筆
を
重
ね
て
い
く
と
想

い
通
り
の
表
現
が
で
き
ず
に
手
が
止

ま
っ
た
り
、
下
絵
に
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
て
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
て
来
た

頃
に
は
終
わ
り
の
時
間
に
な
っ
て
し
ま

い
完
成
で
き
な
か
っ
た
方
も
あ
り
ま
し

た
。

　

途
中
、
休
憩
時
間
も
入
れ
ま
し
た

が
、
２
時
間
の
張
り
つ
め
た
時
間
を
終

　

曲
目
は
戦
前
、
終
戦
直
後
を
中
心
に
編

成
さ
れ
、
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
で
話
題
の
古

関
裕
而
や
美
空
ひ
ば
り
な
ど
現
代
で
も
人

気
が
あ
る
曲
も
多
く
あ
り
、
昔
の
懐
か
し

い
曲
が
蓄
音
機
の
中
か
ら
当
時
の
音
源
で

蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

　

曲
と
曲
の
間
に
久
葉
さ
ん
の
軽
快
な

ト
ー
ク
が
入
り
、
笑
い
と
感
動
の
絶
え
な

い
１
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
中
止
や
延
期
に
な
る
事
業
が
あ
る
中

で
、
細
心
の
注
意
を
払
い
楽
し
い
鑑
賞
会

が
出
来
た
こ
と
は
、
次
に
つ
な
が
る
一
歩

に
な
り
ま
し
た
。

え
て
、
緊
張
感
か
ら
解
き
放
た
れ
た
皆
さ

ん
の
顔
は
と
て
も
晴
れ
や
か
で
、
充
実
し

た
時
間
を
共
有
で
き
た
講
座
と
な
り
ま
し

た
。

　

指
導
者
の
松
本
先
生
は
、
今
後
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
サ
ー
ク
ル
と

し
て
の
活
動
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
そ
う

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
名
和
公
民
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度　
第
１
回
こ
と
ぶ
き
学
級

　
『
蓄
音
機
で
聴
く
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
』　　
　
　
名
和
公
民
館

成
人
講
座

　
『
楽
し
く
描
こ
う
鉛
筆
画
』　　
　
　
　
　
名
和
公
民
館

▲距離を保って開講された会場

▲レコードに針をのせる久葉さん

▲描き方のポイントは…見つめる目は真剣です。
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きょういく通信

宝石せっけんをつくろう！（高麗分館）

新☆ちびっこまつり（中高児童館） ちいさなお話会（図書館大山分館）

坊領川で遊ぼう！（大山分館）

ヨーヨー風ランタン作り（図書館名和分館）

草木染レッスン・大山の海水で塩づくり（高麗分館）

めざせ図書館マスター！（図書館本館）

親子木工教室（大山公民館）　協力：大山プレカット協業組合

流木アート（名和公民館）

夏のこども体験イベント　～わくわく NAVI 2020 ～

　町内の公民館、図書館、児童館では、毎年夏休みに子どもたちが参加できる体験活動や教室を企画してい
ます。今年は、３つの密を避けるために募集人数を制限し、新型コロナウィルス感染予防をして体験教室や
活動を行いました。
　子どもたちは、イキイキと目を輝かせながら活動に取り組んでいました。その様子を写真で紹介します。



12令和 2年 9月号

図書館利用のススメ　その②
最寄の図書館で、本を受け取りませんか？

～大山町立図書館は、ネットワークでつながっています。～

　大山町立図書館は、平成17年の３町合併に
伴い、旧中山町の町民文庫を図書館本館（※
右写真）に、旧名和町･旧大山町の各公民館
図書室を分館として統合し設置されました。
　現在、各館の所蔵冊数は、本館約８万冊、
名和分館約３万冊、大山分館は約２万冊です。
　分館は、公民館併設ですの
で、床面積から蔵書冊数が少
ないですが、３館が連携を強
化することで、総冊数約13万
冊の本を、より迅速に各館窓
口へ送るネットワークが構築
されています。

※大山町立図書館　本館

３館どこでも、お取り寄せできます！

３館どこでも、ご返却いただけます！

　図書館システムがつながっていますので、ご依頼された館へ本をお届けすることができます。窓口
でのご依頼はもちろん、電話や図書館ホームページ上からも受取館を指定することができます。

　３館いずれかで借りられた本は、どの館でも返却を受け付けます。返却された本は、毎日町内各施
設を回る配送便によって各所蔵館へ戻ります。

　町内にご希望の本の所蔵がなかった場合、鳥取県立図書館または県内他市町村立図書館から取り寄
せることができます。鳥取県立図書館所蔵本は、毎日、県からの配送便がありますので、予約される
と最短で２～３日以内に町内図書館に届きます。（他市町村立図書館の本は、時間がかかります）

　その他、県内に所蔵がなく、絶版等
で購入ができない本は、県外図書館か
ら借りることも出来ます。（※送料を負
担いただく場合があります）

　このように、全国の図書館は相互協
力を行っており、利用者は近くの図書
館に申込をすれば、その図書館にない
資料を他の図書館から送ってもらい利
用することができます。
　ぜひ、このネットワークをご活用く
ださい。

大山分館

大山町立図書館

名和分館

児童書コーナー 一般書コーナー
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　９月第３月曜日にあたる９月２１日は「敬老の日」になります。
　ご高齢の方を敬い、長寿を祝う、国民の祝日です。

　いつまでも元気で、生き生きとしたセカンドライフをおくるために、
シニアの方へおすすめしたい本がたくさんあります。

　図書館西側、奥に位置する「悠々ライフ応援コーナー」には、安心
してセカンドライフを送るために、必要な情報を集めています。老後
の生活を豊かにする本や、もしもの時に役立つ本など、自分のために、
家族のためにご活用ください。調べたい本が見つからない時には、お
気軽に職員にお尋ねください。

男鹿半島北緯４０度の殺人／梓 林太郎
漣のゆくえ／梶 よう子
生かさず、殺さず／久坂部 羊
奈落で踊れ／月村 了衛
念入りに殺された男／エルザ・マルポ
夏井いつきの日々是「肯」日／夏井 いつき
ひとりでも生きられる／瀬戸内 寂聴
アネモネ／新瀬 未埜

「私、ちゃんとしなきゃ」から卒業する本
　／小田切 あさぎ
日本人が知らない朝鮮半島史／ケント・ギルバート

これからのテレワーク／片桐 あい
名医が考えた認知症にならない最強の食事術
　／江部 康二
野菜が長持ち＆使い切るコツ、教えます！
　／島本 美由紀
珍奇植物ビザールプランツ完全図鑑／佐々木 浩之

こんちゅうクンのいちばん虫ずかん／こんちゅうクン
やさいとくだもの／石賀 安枝
ぼくたちの緑の星／小手鞠 るい
セイギのミカタ／佐藤 まどか
保健室経由、かねやま本館。／松素 めぐり
クラクフのりゅう／アンヴィル奈宝子

児童書・絵本

一般・文学

その他

豊かな老後を生きるために

町立図書館本館　 0858－49－3010
名和分館　　　　 0859－54－2688
大山分館　　　　 0859－53－3003

図書　　　の紹介

町立図書館発

うるおい通信
町立図書館発

うるおい通信

No.184

９月の図書館

13 日（日）
１０：００～
　１０：３０
おはなし図書館
　　　　（本館）

【病気になったときに】
　認知症について書かれた本や介護制度、食事について知ることができます。
【安心セカンドライフ】
　年金のしくみや遺言書の書き方、相続について困った時に役立ちます。
【シニア文庫】
　お年を重ねながら、元気に活躍されている方の生き方を知ることができます。
　大きな字で読みやすい「大活字本」や「拡大読書器」、落語・朗読のＣＤも
あります。

悠々ライフ応援コーナー
年齢にみがきを！生活にうるおいを！

ご高齢の方の
人生経験や、
生き方に学ぶ
ことが、たくさ
んあります。



14令和 2年 9月号
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第
43
回
部
落
解
放
・
人
権
西
日
本
夏

期
講
座
で
の
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

り
映
画
監
督
で
も
あ
る
三
上
智
恵
さ
ん

の
講
演
の
内
容
と
感
想
で
す
。
外
交
や

安
保
政
策
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
複

雑
な
要
因
が
絡
ん
で
い
ま
す
が
、
米
軍

基
地
の
集
中
な
ど
過
度
の
負
担
を
強
い

ら
れ
て
い
る
沖
縄
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。

【
内
容
】

　

今
、
沖
縄
南
西
諸
島
の
与
那
国
島
、

奄
美
大
島
、
宮
古
島
で
は
日
本
の
国
防

政
策
に
よ
る
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
基
地
の

建
設
が
行
わ
れ
軍
事
要
塞
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
今
ま
で
軍
事
問
題
に
は
無
縁

だ
っ
た
島
々
に
、
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
部

隊
の
配
備
が
規
定
路
線
の
よ
う
に
押
し

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
島
に
軍
隊
が
来

る
、
軍
隊
と
同
居
す
る
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
、
基
礎
的
な
情
報

を
島
の
住
民
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

戦
争
に
な
っ
た
ら
自
衛
隊
は
国
民
を

守
り
ま
せ
ん
。
国
民
を
守
っ
て
自
衛
隊

基
地
が
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
自
衛

隊
は
防
御
や
反
撃
が
で
き
ず
国
を
守
れ

な
い
か
ら
で
す
。
自
衛
隊
は
基
地
を
守

り
国
を
守
り
そ
し
て
権
力
者
を
守
り
ま

講
演「
沖
縄
か
ら
問
う　
平
和
と
民
主
主
義
」

す
。
対
中
国
戦
略
の
中
で
「
先
島
戦

争
」
が
想
定
さ
れ
て
い
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
「
離
島
奪
還
作
戦
」
を
日
本
版

海
兵
隊
「
水
陸
機
動
隊
」
が
ア
メ
リ

カ
海
兵
隊
と
と
も
に
一
生
懸
命
訓
練
を

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
度
敵
に

制
圧
、
占
領
さ
れ
て
し
ま
っ
た
島
を
水

陸
機
動
隊
が
奪
い
返
す
と
い
う
戦
略
で

す
。
島
民
を
守
る
の
で
は
な
く
敵
に
と

ら
れ
る
事
を
前
提
に
、
と
ら
れ
た
も
の

を
取
り
返
す
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
占

領
さ
れ
て
い
る
間
住
民
は
人
身
御
供

で
、
本
土
を
守
る
た
め
の
防
波
堤
に
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
が
先
島
の
自
衛
隊
配
備

の
実
態
で
す
。
ま
た
、
戦
争
に
な
っ
た

ら
軍
人
よ
り
多
く
死
ぬ
の
は
そ
の
地
域

に
住
む
住
民
で
す
。
戦
争
当
事
国
の
普

通
の
住
民
の
ほ
う
が
、
兵
士
や
自
衛
隊

員
よ
り
多
く
死
ぬ
と
い
う
現
実
を
し
っ

か
り
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
軍
人
の
被
害

が
95
％
で
民
間
人
は
5
％

・
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
軍
人
の
被
害

が
52
％
で
民
間
人
が
48
％

・
朝
鮮
戦
争
で
は
軍
人
の
被
害
が
15
％

で
民
間
人
が
85
％

・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
軍
人
の
被
害
が

5
％
で
民
間
人
が
95
％

　

つ
ま
り
昔
は
兵
隊
が
死
ぬ
の
が
戦
争

で
し
た
が
、
今
は
い
か
に
自
国
軍
の
兵

士
を
守
り
な
が
ら
戦
う
か
を
重
視
し
た

戦
法
や
兵
器
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
非
戦
闘
員
の
弱
い
立
場

の
人
に
被
害
が
集
中
し
ま
す
。

　

島
に
軍
隊
を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ

と
は
、
島
民
は
軍
と
一
緒
に
心
中
す
る

覚
悟
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

こ
と
を
政
府
や
政
治
家
は
き
ち
ん
と
説

明
を
し
て
は
い
ま
せ
ん
。

【
感
想
】

　

「
戦
争
に
な
っ
た
ら
自
衛
隊
は
国
民

を
守
り
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
言
わ
れ

て
し
ま
う
と
少
々
面
食
ら
い
ま
す
。
災

害
派
遣
の
現
場
で
懸
命
に
人
命
救
助
や

災
害
復
旧
に
従
事
す
る
自
衛
隊
員
の
姿

と
、
講
演
で
語
ら
れ
た
有
事
の
際
の
任

務
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
が
戦
争
の

本
質
や
恐
ろ
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
１
８
７
２
年
か
ら
の
「
琉
球
処

分
」
に
始
ま
り
国
の
施
策
に
翻
弄
さ
れ

続
け
、
現
在
も
外
交
・
安
保
政
策
の
過

度
の
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
沖
縄
の
現
状

を
考
え
る
と
、
差
別
と
戦
争
は
表
裏
一

体
で
、
差
別
反
対
と
戦
争
反
対
を
両
輪

に
し
て
い
か
な
い
限
り
平
和
で
人
権
を

尊
重
し
た
社
会
は
訪
れ
な
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

人権のつぼ　No.182 大山町人権交流センター　茶畑 1077‐3
0859‐54‐2286　 0859‐54‐2413

4444444444444444444444444

第３回みんなの人権セミナー　～沖縄のハンセン病問題から平和を考える～
◆日時・場所　９月18日（金）
　（昼の部）14:00～15:30人権交流センター
　（夜の部）19:00～20:30保健福祉センターなわ
　※�２回開催します。（昼の部と夜の部は、同じ講

演内容です。）
◆講師　辻　央氏（沖縄愛楽園学芸員）
◆内容　感染者を恐れ排除しようとすることは、新型

コロナウイルスを巡る今の社会にも通じています。
沖縄のハンセン病問題から真の平和とは何かを考
えてみませんか。
◆定員　（昼の部）30人（夜の部）40人※要事前申込

◆申込締切　９月10日（木）
◆その他

①託児、手話通訳等を希望される場合は、人権
推進室に申し込んでください。

②次回セミナーは、「外国人の人権」をテーマに
10/12（月）に実施予定です。

③コロナウイルス感染症の状況によっては、中
止させていただく場合があります。

●申込及びお問合せ先
　福祉介護課人権推進室（人権交流センター内）
　 0859－54－2286
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　自死には、健康の問題や経済・生活の問題・うつ病など様々なことが複雑に関係しているといわれていま
す。ひとりで抱え込まず、まずは相談してみませんか？

大山町心の健康相談
日　時：９月11日（金）①13:30～②14:30～③15:30～　
会　場：保健福祉センターなわ
相談員：臨床心理士
※�９月８日（火）までに健康対策課（ 0859－54－5206）又は大山町社会福祉協議会（ 0859－54－

2200）へお申し込みください。

とっとりSNS相談事業（概ね40歳までの方が対象です）
いじめ、不登校、家庭、友達関係など、どんな悩みでも専門の相談員にLINEで相談ができます。右記のQRコー
ドから友達登録の上ご利用ください。

心の相談窓口
　　大山町役場　健康対策課　　　　 0859－54－5206
　　西部総合事務所　福祉保健局　　 0859－31－9310
　　鳥取県立精神保健福祉センター　 0857－21－3031
　　鳥取いのちの電話　　　　　　　 0857－21－4343

９月10日～16日は自死予防週間ですi

　弁護士・司法書士・社会福祉士が無料で、相続や成年後見制度、介護保険や差別待遇など相談をお受けし
ます。
　町内施設等で支援を行っている専門職の方も、ぜひお越しください。
　
◆日時　９月29日(火)　13時～15時
◆場所　保健福祉センターなわ
※ご希望の方は事前に福祉介護課へお申し込みください。

問　福祉介護課　 0859－54－5207
　　　　　　　　 0859－54－5087
　　西部後見サポートセンターうえるかむ
　　　　　　　　(米子市錦町１丁目139-3　米子市福祉保健総合センター　ふれあいの里内)
　　　　　　　　 0859－21－5092

「なんでも相談会」を行います
～高齢及び障がいのある方・またはご家族、介護をしている方～i

@tottorisns
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　カードの申請補助も行いますので、ぜひご利用ください。

【日時】９月27日（日）午前９時～正午
【場所】本庁住民課窓口（休日ですので、庁舎東側通用口からお入りください。）

【内容】〇カード交付（交付通知書がすでに届いている方）
　　　　　事前予約が必要です。23日（水）午後５時までに電話で予約をしてください。
　　　　〇カード申請補助
　　　　　その場で顔写真を撮影し、申請手続き完了までお手伝いします。
　　　　　事前予約は必要ありません。
　　　　　《申請に必要なもの》
　　　　　・本人確認できる書類（運転免許証、健康保険証等）
　　　　　・通知カードに同封された交付申請書
　　　　　※交付申請書をお持ちでない場合は、新しいものを発行します。
　　　　　※カードの発行には１か月程度かかり、原則、指定窓口での受け
　　　　　　取りとなります。
　　　　〇その他マイナンバーカードに関すること
　　　　　電子証明書の更新、パスワード変更など事前にご相談ください。

問　住民課　 0859－54－5210

平日の開庁時間にマイナンバーカードの受け取りが困難な方へ
マイナンバーカード臨時窓口を開設しますi

　　混合粗大ごみとは、燃える物と燃えない物が一緒になっていて、自力での分別が困難な粗大ごみです。
　例）電気毛布、電気カーペット、スプリング入りソファー、マッサージチェア、
　　　オルガン、木製の台付きミシン、ゴルフバッグ等
　・ねじ等で接合してあり、容易に分別できるものは持ち込みできません。
　・�係員が混合粗大ごみではないと判断した場合、受け入れできないことがありますので予めご了承くださ

い。
　・家庭から出たものが対象となりますので、事業所から出たものは持ち込みできません。
　・当日、混合粗大ごみ以外は受け入れを行っていません。

日　時　　　　9月13日（日）
　　　　　　　9時～12時　13時～15時
持ち込み場所　名和クリーンセンター
手数料　　　　10㎏あたり210円
　　　　　　　持ち込み場所にて、現金でお支払ください

※なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、急きょ中止とする場合がありますのでご了承ください。
　中止の場合、ホームページや防災無線等でお知らせします。

問　住民課　 0859－54－5210
当日の連絡先　名和クリーンセンター　 0859－54－5352

ご家庭で不要になった「混合粗大ごみ」の受入れをしますi

今月も開設するよ
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　大山町では、新型コロナウイルスへの経済対策として、全町民を対象に、1人あたり「お食事・リフォーム券」5,000
円分、「共通商品券」5,000円分の合計10,000円分の応援券を配布しています。応援券は協賛事業者として登録い
ただいた店舗等でのみ使用可能ですので、取り扱いを希望される事業者の方は、登録申請をお願いいたします。

【事業者登録要件】
　町内に事業所を有する法人、団体又は個人で、本事業の趣旨に賛同し目的の達成に協力すること。ただし、次の
①から③に該当する事業者は対象外とします。
①�暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団又は同

条第６号に規定する暴力団員
②暴力団等又は暴力団等と密接な関係を有する者を経営に関与させている事業者
③�風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律（昭和23年法律第122号）第２条に規定する風俗営業、性風俗

関連特殊営業又は接客業務受託営業を営む事業者

【募集期間】
6月19日（金）～10月30日（金）
※登録済事業者は、応援券の取り扱い事業者として、大山町ＨＰに随時掲載します。

【申込方法】
所定の登録申請書に必要事項をご記入の上、大山町役場企画課までご提出ください。
登録申請書は、役場ホームページからダウンロードできます。

問　企画課　 0859－54－5202

ありがとう！大山みんなで応援券
「お食事・リフォーム券」「共通商品券」取り扱い協賛事業者募集中！募

【日　　時】10月３日（土）
　　　　　午前９時～午後４時
【会　　場】米子公証役場   
米子市加茂町二丁目113番地　加茂町ビル２階
【相談内容】公正証書作成にかかる遺言、任意後見、
離婚（慰謝料・養育費等）などに関して、公証人が
相談に応じます。
※予約制ですので、事前に電話連絡をお願いします
(平日午前９時～午後５時受付）。
相談は無料、秘密は厳守します。

問　米子公証役場　 0859－32－3399

「公証週間休日法律相談」を行いますi
　遺言には、遺言者が自書して作成する自筆証書遺
言と、法律の専門家である公証人に依頼して作成す
る公正証書遺言があります。
　法務局では、令和２年７月10日から、本人が自
書した自筆証書遺言書を保管する制度を開始しまし
たので、皆様の大切な財産を託す方法の一つとして
ご活用ください。手続には予約
が必要です。下記法務局までお
問い合わせください。
　また、公正証書遺言に関する
お問い合わせは、下記公証役場
にお尋ねください。

問　【自筆証書遺言】
　　・鳥取地方法務局米子支局
　　　　　　　　　　 0859－22－6161
　　【公正証書遺言】
　　・米子公証役場　 0859－32－3399

遺言書を残しましょうi
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　道路にはり出した木や竹は、自動車や歩行者の通
行の支障になるとともに、強風や積雪により倒れて、
通行を寸断することもあります。
　折枝・落枝等や樹木が道路にはみ出していること
が原因で事故等が発生した場合は、所有者の方が責
任を問われることがありますので、伐採等の適切な
管理をお願いします。

　また緊急の場合は、道路管理
者が通行の支障となっている木
や竹を了解なく伐採・撤去する
ことがありますので、ご理解く
ださい。

問　建設課　 0859－53－3186

〈８月１日付〉
細谷　菜美子（福祉介護課人権推進室←総務課）

道路にはり出した竹木の伐採を
お願いしますi

人事異動i

【対象者】
　町内で農地を所有する方または町内に利用権設定
を受けて農地を借りている方で、令和２年４月１日
以降に自走式草刈機を購入された方

（ただし、認定農業者及び認定新規就農者を除く。）
【補助金額】
購入に係る費用の1/2

（上限15万円）
【必要書類】
領収書の写し
自走式草刈機の製造元、品名が 
確認できる書類（カタログ等）

※事前に農林水産課へご相談ください。

問　農林水産課
　　 0858－58－6116

【対象組織】
　町内の規約がある集落営農組織
【対象農作業機械】
・田植機
・コンバイン
・�トラクター（草刈等の 

作業に係るアタッチメ 
ント含む）

【補助金額】
補助対象経費の1／2
(上限300万円)

※�必要な書類等、詳しくは10月30日までに農林水
産課までお問い合わせください。

問　農林水産課
　　 0858－58－6116

　日常点検や定期点検は車のトラブルを防ぐだけで
なく、地球温暖化の原因であるCO₂の削減にもつ
ながります。
　特に長くご使用の車は、細やかな点検がかかせま
せん。日ごろから車の健康管理に心がけましょう。

問　中国運輸局鳥取運輸支局
　　　検査・整備・保安担当
　　 0857－22－4110

自走式草刈機の購入に係る
費用の一部を助成しますi 大山町集落営農活動維持補助金

集落営農組織の活動継続を支援しますi

安全確保と環境保全のため
車の点検・整備が必要ですi

スマートフォン･携帯電話

●自動車の点検･整備のことが詳しくわかります。

www.tenken₋seibi.com

２０２０ 自 動 車 点 検 整 備 推 進 運 動

クルマと私の物語ずっと続く未来の安心
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自衛官候補生
令和３年４月１日現在
18歳以上33歳未満の
方※現在32歳の方は、
要問合せ。

年間通じて行って
おります。

受付時にお知らせしま
す。

一般曹候補生 同上 ７月１日～９月10日

（１次）　
　９月19日

（２次）
　10月９日
　　または10日

航空学生

（海上）
令和３年４月１日現在
18歳以上23歳未満の
方

（航空）
令和３年４月１日現在
18歳以上21歳未満の
方

７月１日～９月10日

（１次）
　９月22日

（２次）
　10月17日～22日の
いずれか１日

（３次　海上）
11月20日～12月16日
のいずれか数日間

（３次　航空）
11月14日～12月17日
のいずれか数日間

＜身分・待遇＞
・特別職国家公務員
・賞与　期末勤勉手当（ボーナス）　年２回
・昇給　年１回
・勤務や職種に応じて各種手当が充実
・福利厚生・各種保険、年金制度が充実
　その他各種コースの受験者も募集しております。
　詳しくは、大山町役場総務課（ 0859－54－5201）または自衛隊米子地域事務所

（ 0859－33－2440）へお問い合わせください。

令和２年度自衛官採用試験

自 衛 官 募 集
・自衛官候補生（陸・海・空）
・一般曹候補生（陸・海・空）
・航空学生
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消費生活『出前講座』　ご案内と募集！！
　　～今、知っておきたい！「最新の消費者トラブル・暮らしの危険」～

＊【講座の例】
　①「知って防ぐ特殊詐欺と消費者トラブル」
　　★最新の相談・寸劇で被害体験・おた
　　　すけカード作成　など
　②「知って防ぐ身近な暮らしの事故」
　　　　　　　　（製品事故、誤飲など）
　　★多い暮らしの事故・ヒヤリハットを
　　　さがそう　など
　③「知って選ぶ新しい買い物　～エシカル消費～」
　　★買い物で世界とつながる・エシカル消費ってなに？
　　　フェアートレードチョコを食べてみよう　　など

◎お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。　　大山町役場住民課　　　　 0859-54-5210 （平日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県消費生活センター　 0859-34-2648（平日・土日）

消費生活相談窓口ですはい！

大山恵みの
里だより
  vol.144
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　専門の消費生活相談員が、相談の受付や出前講座を行っていますので、気軽にお申し込みください。

【出前講座の内容】
＊�被害にあわないために「手口・断り方・

相談窓口を知る」「高齢者の見守りの
ポイント」など、最新の情報を知るこ
とができます。クイズや寸劇など、み
なさんと一緒に楽しく、どう行動した
らいいのかを考えていく講座です。

【人　数】�３人から50人程度。 
少人数でもお受けします。

【日　時】�30分～１時間程度　 
（日時は調整します）

【問合せ】大山町役場住民課

みんなで楽しく



町 の長

「余白に
  書かせて！」

「余白に
  書かせて！」

大山町長　竹口　大紀
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［新番組放送時間］
（6:00/9:00/12:00/15:00/17:00/
18:00/20:00/21:00/24:00）

大山チャンネル113

＜PICK UP 大山＞
　（9/1、9/11、9/21　12：00～ 新番組スタート）
　大山町のニュース、地域の出来事、暮らしに役立つ情
報などをピックアップ。「地域の今」「町民の想い」に迫
る特集コーナー、知られざるふるさとの魅力を発掘する
企画など、毎回バラエティに富んだ内容でお送りしてい
きます。番組で取り上げてほしい集落の活動や行事があ
りましたら、お気軽にご連絡ください。

《今月のおすすめ特集企画》
●特集「大山みんなで応援券が使える店」PART2
●発見！大山伝説「山中に密集する “謎の石棺”」
●将来はプロゴルファー！？大山地区のスーパー小学生

＜大山チャンネルをYouTubeで配信＞
　大山チャンネルをどなたでもご覧いただける
ように、毎月1回、厳選したVTRをYouTubeで
配信しています。パソコンやスマートフォンか
ら無料で視聴できます。「大山チャンネル　大山
町」で検索。チャンネル登録もお忘れなく！

【番組への情報提供・問い合わせ】
㈱アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス　大山町富長159−1　レストランBIKAI２階　 0859−54−3785

　
小
学
生
の
長
男
が
夏
休
み
を
終
え
、
二

学
期
に
入
り
ま
し
た
。
休
み
に
入
る
前
に

は
、
宿
題
が
計
画
的
に
で
き
る
よ
う
に
毎

日
の
分
量
を
決
め
て
み
て
も
、
終
わ
っ
て

み
る
と
毎
年
な
か
な
か
計

画
通
り
に
は
い
か
な
い
も

の
で
す
。

　
自
分
の
子
ど
も
時
代
を

思
い
返
し
て
み
て
も
、
思

い
描
い
た
よ
う
に
宿
題
を

終
え
た
記
憶
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、
友
達
と

過
ご
し
た
記
憶
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
毎
朝
の
ラ

ジ
オ
体
操
後
、
前
日
に
仕

掛
け
た
ス
イ
カ
に
カ
ブ
ト

ム
シ
が
い
な
い
か
幼
な
じ

み
と
確
認
に
行
っ
た
り
、
毎
日
の
よ
う
に

友
達
の
家
に
集
ま
っ
て
汗
だ
く
で
フ
ァ
ミ

コ
ン
を
し
た
り
と
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
あ
の
頃
は
、
今
年
の
よ
う
に
感
染
症
の

心
配
も
な
く
、
そ
し
て
、
今
よ
り
も
猛
暑

日
が
少
な
く
過
ご
し
や
す
い
夏
だ
っ
た
と

感
じ
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
な
夏
休

み
を
過
ご
せ
る
機
会
は
も
う
望
め
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
の
頃
以
上
に
楽

し
い
夏
を
つ
く
り
出
す
こ
と
は
ま
だ
ま
だ

で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
お
盆
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
が
絶
え
な
い

大
山
町
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ま
ち

づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▲

公
民
館
事
業
「
坊
領
川
で
遊
ぼ
う
！
」
に
参
加

～ episode 21 ～
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・国民健康保険税（４期）

納期限9月30 日（水）
※期限までに納めましょう

今月の税･保険料

　

こ
ん
に
ち
は
、
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー
ゆ

ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。
い
く
ぶ
ん
残

暑
も
和
ら
ぎ
、
コ
ス
モ
ス
の
花
が
秋
風
に

揺
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
高
く
空
気

が
澄
ん
だ
空
を
見
上
げ
、
澄
み
き
っ
た
心

で
気
持
ち
よ
く
一
日
を
ス
タ
ー
ト
！
そ
し

て
中
山
温
泉
の
お
湯
に
の
ん
び
り
と
浸
か

っ
て
、「
い
い
湯
だ
な
～
」
と
体
を
ほ
ぐ

し
ま
し
ょ
う
。
朝
夕
は
し
だ
い
に
冷
え
を

感
じ
ま
す
の
で
、
秋
バ
テ
に
注
意
で
す
！

︿
９
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
﹀

﹃
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
﹄

【
上
映
作
品
】『
夕
陽
の
あ
と
』

【
日
時
】
９
月
５
日
（
土
）　

　
　
　
　

10
時
・
14
時
・
18
時
30
分

【
場
所
】
中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

【
料
金
】
大
人
９
０
０
円　

　
　
　
　

小
・
中
学
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
鹿
児
島
県
長

島
町
を
舞
台
に
、
産
み
の
親
と
育
て
の
親

で
あ
る
２
人
の
女
性
を
中
心
に
織
り
な
さ

れ
る
物
語
を
描
い
た
人
間
ド
ラ
マ
。
ふ
た

り
の
母
、
ひ
と
り
の
子
。
母
親
で
あ
る
た

め
に
、
彼
女
た
ち
が
選
ん
だ
こ
と
。
夕
陽

に
染
ま
っ
た
海
原
の
向
こ
う
に
、
ふ
た
り

　

の
願
い
が
交
差
す
る
。
養
子
縁
組
と
血

の
つ
な
が
り
、
悲
願
と
現
実
。
選
択
と

決
断
の
狭
間
で
生
ま
れ
る
希
望
〝
家
族
〟

と
は
何
か
。

※
感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
、
上
映
30
分

前
よ
り
入
場
開
始
、
各
回
先
着
80
名
様
ま

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 ﹃
中
山
温
泉
朝
市
﹄

【
日
時
】
９
月
６
日
（
日
）
９
時
～
11
時

【
場
所
】
中
山
温
泉
展
示
ホ
ー
ル

﹃
お
風
呂
の
日
﹄
９
月
26
日
（
土
）

　

◎
毎
月
26
日
は
『
お
風
呂
の
日
』
で
す

　

ポ
イ
ン
ト
3
倍
デ
ー

　

ご
入
浴
の
お
客
様
全
員
に
空
く
じ
な
し

の
抽
選
会

　

お
子
さ
ま
は
受
付
ス
タ
ッ
フ
と
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会

　

社
会
情
勢
等
に
よ
り
内
容
の
変
更
・
中

止
の
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

『
メ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
は
ポ
イ
ン

ト
２
倍
』

　

◎
メ
ン
ズ
デ
ー
／
毎
週
金
曜
日

　

◎
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
／
毎
週
水
曜
日

『
キ
ッ
ズ
デ
ー
』

温
泉
ご
利
用
の
お
子
さ
ま
（
小
学
生
以
下

全
員
）
に
〝
お
や
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
〟

『
ご
利
用
案
内
』

【
営
業
時
間
】
10
時
～
21
時

　
　
　
　
　
　
　
（
20
時
30
分
受
付
終
了
）

【
休
館
日
】　
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

【
料
金
】　
　

大
人
４
４
０
円

　
　
　
　
　
　

小
人
２
２
０
円

◎
お
得
な
回
数
券
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

編　
集　
後　
記

　
先
日
、
手
の
指
を
ブ
ト
に
刺
さ
れ
、
か

な
り
パ
ン
パ
ン
に
。
そ
の
3
日
後
、
同
じ

指
を
蜂
に
刺
さ
れ
、
手
全
体
が
グ
ロ
ー
ブ

状
態
に
。
泣
き
っ
面
に
蜂
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
家
の
軒
下
に
蜂
の
巣
を
発

見
！　
蜂
専
用
の
殺
虫
剤
で
無
事
撃
退
し

ま
し
た
。
虫
に
追
わ
れ
た
、
痛
く
暑
い
夏

が
終
わ
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
秋
で
す
。

残
暑
が
厳
し
い
で
す
が
、
大
好
き
な
シ
ソ

の
葉
を
か
じ
り
乗
り
越
え
ま
す
。
Ⓘ

　
明
治
1₄
年
に
現
在
の
鳥
取
県
が
誕
生
し

た
日
に
ち
な
み
、
県
は
平
成
10
年
に
、
９

月
12
日
を
﹁
と
っ
と
り
県
民
の
日
﹂
と
定

め
ま
し
た
。

　

県
の
条
例
で
は
、﹁
県
民
が
、
ふ
る
さ

と
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と

と
も
に
、ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
て
、

も
っ
て
自
信
と
誇
り
の
持
て
る
鳥
取
県
を

力
を
合
わ
せ
て
築
き
上
げ
る
こ
と
を
期
す

る
日
﹂
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
訂
正
】

　

広
報
だ
い
せ
ん
8
月
号
₁₄
ペ
ー
ジ
で
掲

載
し
た
、
大
山
診
療
所
代
診
医
師
の
勤
務

日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

第
2
・
4
火
曜
日
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

９
月
₁2
日
は

　
　
と
っ
と
り
県
民
の
日
で
す


